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直轄管理区間

草 津 川

◆流域

ある川に雨が流入する全域を、その川の流域とい
います。

◆本川・支川

二つ以上の川が合流するとき、川の流量や規模な
どが大きい方の川、または流域歴史 的経緯から慣
用的に決められてきた川を「本川」と呼びます。さ
らに本川に直接合流する河川を「一次支川」、一次
支川に合流する河川を二次支川と呼びます。

川川 のの ここ とと ばば
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河川の重要度

計画規模の決定
（１００年確率、２００年確率
といった確率規模） 実績降雨の観測資料（データの収集）

統計的に計画規模の降雨を算出

流出計算
（雨が降り川に到達する過程を
コンピュータで再現し、河川に
集まる水の量を想定する）

実際に降った雨の降り方に
合わせて数ケース算出する

検討のケースの中から危険なケースを選択

基本高水流量

地域の重要度、既往の洪水の実績、事業の効果等
（人口や資産の度合い、過去の台風の襲来など）

河川に到達する流量が最大

即ち

最大

時間

流
量

選択

◆基本高水流量
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◆計画高水流量

基本高水流量を河道（河川）が受け持つ流量と、
ダムによる洪水調節（ダムの貯留）で受け持つ流量に
配分したものの内、河道が受け持つ流量で河川改修の
計画の基礎となります。
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◆流水の正常な機能の維持

本来河川が持っている機能（既得用水等の安全取水、舟運、漁
業、景観、塩害防止、河口閉塞の防止、河川管理施設の保護、地
下水の維持、動植物の保護、流水の清潔の保持）を正常に維持す
ること。

既得用水等の安全取水

景観

舟運

漁業

塩害防止
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◆流水の正常な機能の維持

本来河川が持っている機能（既得用水等の安全取水、舟運、
漁業、景観、塩害防止、河口閉塞の防止、河川管理施設の保護、
地下水の維持、動植物の保護、流水の清潔の保持）を正常に維持
すること。

河口閉塞の防止

河川管理施設の保護地下水の維持

流水の清潔の保持 動植物の保護
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◆破堤

越 　水

漏 　水

洗 　堀
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◆内水

平常時 大雨で本川側、堤内側の
水位が上昇を始めます。水
が堤内側から本川に自然
に流れている間はゲートは
開いています。

本川の水位が堤内側の水位
を上回り、水の逆流がはじま
ると、ゲートを閉め、排水ポン
プを稼働します

堤内にたまった水をポン
プで本川に送る内水排除
の効果で、堤内側の水位
が下がり、浸水区域が減
少していきます。本川の
水位が下がり、逆流の恐
れが無くなった時点で、
ゲートを再び開けます。
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◆一級水系（１０９水系）

国土保全上または国民経済上特に重要な水系として国が定
めています。現在、全国で109あり、淀川水系はこのうちの1
つです。

◆一級河川

一級水系に係わる河川で、国土交通大臣が指定した河川で
す。

◆大臣管理区間（直轄管理区間）

一級河川のうち特に重要な区間は国土交通大臣が直接管理
します。国土交通大臣が直接管理するため、大臣管理区間又
は直轄管理区間と呼びます。

◆指定区間

一級河川のうち大臣管理区間以外の区間は、一定規模以上
の水利権などを除いて、通常の管理を都道府県知事が行って
います。この区間は、国土交通大臣が指定することによって
決まるので、指定区間と呼びます。
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◆準用河川

河川法の規定の一部を準用し、市町村長が管理する河川
です。

◆普通河川

一級河川、二級河川、準用河川以外の小河川を普通河川
と呼びます。

◆二級水系

一級水系以外の水系は、二級水系として都道府県知事が
指定します。

◆二級河川

二級水系に係わる河川で、都道府県知事が指定し管理し
ている河川です。

◆単独水系

一級水系、二級水系以外の水系です。
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◆河川管理者

河川は公共に利用されるものであって、その管理は、洪
水や高潮などによる災害の発 生を防止し、公共の安全を
保持するよう適正に行わなければなりません。この管理に
ついて権限をもち、その義務を負う者が河川管理者です。
具体的に、一級河川については、国土交通大臣、二級河川
については都道府県知事、準用河川については市町村長、
と河川法に定められています。

◆河川区域・低水路・高水敷

一般に左右の堤防にはさまれた川の敷地全体を「河川区
域」、平常時の川が流れる部分を「低水路」、洪水時に増
水し冠水する部分を「高水敷」と呼びます。

◆左岸・右岸

川の上流から下流に向かって、左側を左岸、右側を右岸
と呼びます。
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◆堤防

河川では山に接する場合などを除いて、左右岸に築造さ
れます。構造は、盛土、コンクリート、鋼矢板などです。

◆堤防法線

平面的に見た、堤防の川側法肩線の形状をいう。

◆天端

堤防上部の幅をもった部分を云う。

◆小段

法面の途中に設けられた緩い勾配で幅をもった部分を云
う。

◆法面

堤防の勾配部分を云う。川に面した方を表法面と云い、
反対の方を裏法面と云います。

◆川表・川裏

堤防を境に、水が流れている方を川表、住居や農地があ
る方を川裏と呼びます。
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◆堤内地・堤外地

堤防で洪水から守られている側を「堤内地」、河川敷など堤
防に挟まれて水が流れている側を「堤外地」と呼びます。

◆水制

河川の水による浸食等から川岸や堤防を守るために、水の流
れる方向を変えたり、水の勢いを弱くすることを目的として設
けられた施設です。形状は様々なものがあります。

◆樋門・樋管・水門

堤内地の雨水や水田の水などが水路を流れて大きな川に合流
する際、合流する川の水位が高くなった時に、その水が堤内地
に逆流しないように、「樋門・樋管・水門」が設 けられます。

◆遊水地・調整池

洪水を一時的に貯めて、洪水の最大流量を少なくするための
区域を、「遊水地」または「調整池」と呼びます。

◆排水機場

洪水時に提内地内の雨水などをポンプを動かして河川に排出
するための施設です。
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◆霞堤

堤防のある区間に開口部を設け、その下流部の堤防を堤
内地側に伸ばし、上流の堤防と二重になるようにした堤防
です。

◆二線堤

万一、本堤が破損した場合、これ以上の洪水の氾濫を防
ぐために、堤内地に築造される堤防です。

◆輪中堤

ある区域を洪水から守るために、その周囲を囲むように
つくられた堤防です。木曽三川下流の濃尾平野の輪中が有
名です。

◆越流堤

洪水調整の目的で、堤防の一部を低くした堤防です。増
水した河川の水の一部を調整池などに流し込むことで水害
を抑制します。

◆堰

農業用水・工業用水・水道用水などの水を川からとるた
めに設けられる施設です。河川を横断して水位を調節しま
す。


